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概要 

LV5781 は 1ch チョッパ式(下側ショットキー)ステップダウン・スイッチングレギュレータである。

80mΩ(typical)パワーMOSFET を内蔵し、出力電流 3A に対し、高効率動作を実現している。 

出力電圧は内部設定で 3.3V、更に外付け抵抗 2本を追加することによって、0.85V 以上の任意の電

圧を設定することが可能である。ソフトスタート機能により起動時の突入電流を防ぐことができる。

ON/OFF 端子によって、消費電流 10μA 以下のスタンバイ・モードにすることができる。過電流保護と

加熱保護機能によって、負荷と IC は保護される。小型パッケージ：HSSOP14 を採用している。 

 

機能 

・3A,1ch チョッパ式、ステップダウン・スイッチングレギュレータ。 

・出力電圧 3.3V。 

・出力電圧任意設定可能。(外付抵抗要) 

・高効率。90%@IOUT=1A,VO=3.3V 

・小型パッケージ：HSSOP14 

・ソフト・スタート 

・スタンバイ・モード 

・過電流保護 

・サーマル・シャットダウン  

・固定周波数：180kHz 

 

アプリケーション 

・LCD TV 

・アミューズメント 

注文コード No. NA0663A  

Bi-CMOS 集積回路 

3A, ポイント・オブ・ロード,  
チョッパ式 
ステップダウン・コンバータ 

データシート No.N※A0663 をさしかえてください。
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絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

最大入力 VIN 電圧  VIN max  6.5 V 

CBOOT 端子最大電圧  VBT max  13 V 

SW 端子最大電圧 VSW max  6.5 V 

CBOOT-SW 端子間最大電圧 VBS max  6.5 V 

FB,SS,ENABLE 端子最大電圧 Vfs max  6.5 V 

ジャンクション温度 Tj max  125 ℃ 

許容消費電力  Pd max 実装基板※1 0.85 W 

動作温度範囲 Topr  －30 to ＋80 ℃ 

保存温度範囲  Tstg  －40 to ＋125 ℃ 

※1：実装基板:114.3mm×76.1mm×1.6mm ガラスエポキシ基板実装 

※2：最大電圧は一瞬たりとも越えることのないよう、コイル電圧などサージ電圧を入れて考える 

こと。 

 

 

 

推奨動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

VIN 端子電圧 VIN  4.5～6 V 

CBOOT 端子電圧 VBT  0～6 V 

SW 端子電圧 VSW  6 V 

FB,SS,ENABLE 端子電圧 VFSO  6 V 

 

電気的特性/Ta=25℃,VIN=5V 特に指定のない限り 

項目 記号 条件 min typ max unit

出力電圧 1 VOUT1 FB2 端子選択 3.2 3.3 3.4 V 

出力電圧 2 VOUT2 外付け分圧抵抗による 0.85   V 

スタンバイ時 IC 消費電流   ICC1 ENABLE=0V 1 10 μA 

動作時 IC 消費電流 ICC2 ENABLE=3V 2 5 mA 

ENABLE｢H｣レベル電圧 VENH  3   V 

ENABLE｢L｣レベル電圧 VENL   0.7 V 

効率 Effcy IOUT=1A,VO=3.3V 90  % 

基準電圧 Vref VIN=4.5V～6V(±2%) 0.76 0.8 0.84 V 

FB 端子バイアス電流 Iref  50 200 nA 

オン抵抗 Ron CBOOT=5V 80  mΩ 

ソフトスタート・電流 ISS  3 6.5 13 μA 

発振周波数  Fosc  145 180 225 kHz 

最大オン・DUTY D max  85   % 

電流リミット値 Icl  4.1   A 

減電検出 Vl  3.3 3.7 4.2 V 

減電検出ヒステリシス Vlh  0.15 0.185 0.25 V 

サーマル・シャットダウン･温度 Ttsd 設計保証値※ 180  ℃ 

サーマル・シャットダウン・ 

温度・ヒステリシス 

Dtsd 設計保証値※ 
20  ℃ 

※設計保証値であり、測定は行わない。 

 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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外形図 

unit:mm (typ) 
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ブロック図および応用回路例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SANYO : HSSOP14(225mil)
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ピン配置図および応用回路例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応用回路図例 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応用回路図例 2 

 

※FB0-VOUT 間コンデンサ、および OERRAMP-GND 間コンデンサ(図中の破線で囲まれたコンデンサ)は 

位相補償用のコンデンサであり、出力コンデンサなどの条件によって発振した場合に、発振を止

めるための容量であり、通常は OPEN で問題ない。 
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端子機能表 

端子番号 端子名 機能 

1 FB_GND 出力電圧設定端子 FB0,FB2 の GND ピン。FB2 ピンを使用する場合は、GND に落

として使用する。 

2 ENABLE 出力 ON/OFF 端子で、極性は Active-high。このピンを L に設定すると、消費

電流は 10μ以下となる。 

3 SS ソフトスタート時定数設定ピン。充電電流は約 6.5μA に設定されていて、こ

の端子と GND 間に 0.1μF を接続した場合、約 12ms で出力は立ち上がる。 

4 FB1 内部基準電圧確認用テストピン。実際の使用においてはオープンとする。 

5,8,10 VIN 電源入力ピン。4.5～6V の範囲で使用する。 

6,9 SW インダクタの駆動出力ピン。 

7 PGND パワーGND ピン。出力の GND であり、他の GND ピン(GND,FB_GND)との共通イ

ンピーダンスはできるだけ、持たないように配線する。 

11 CBOOT 内蔵上側 Nch-MOS トランジスタのゲート電圧を発生させるピン。このピンと

SW ピンの間に 0.1μF 以上(最大 2.2μF)のコンデンサを接続して使用する。 

12 OERRAMP トランスコンダクタンス型 Error_Amp の出力ピン。このピンと GND の間に積

分定数をつけて位相補償を行う。 

13 FB2 出力電圧を 3.3V と設定したい場合、出力電圧をこのピンに帰還させて使う。

この場合、FB_GND ピンは GND とする。応用回路図例 1参照。 

14 FB0 出力電圧を任意の値に設定する場合には、FB0-GND 間と FB0-VOUT 間に抵抗を

付け、出力電圧をこのピンに帰還させて使う。この場合、FB-GND，FB2 は OPEN

とする。応用回路図例 2参照。 

放熱フィン GND アナログ GND(GND に落として接続する) 
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入力等価回路 

端子番号 端子名 等価回路 
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次ページへ続く 

 

FB_GND 

VIN 

GND 

FB1 

FB0 

FB2 

54.5kΩ

118kΩ

50kΩ

116kΩ

ENABLE
55kΩ

GND

100kΩ

VIN

VIN

GND

VIN 

GND 

FB0 

SS

Vref

97kΩ 

300Ω 100Ω 

300Ω

6.5μA 



LV5781 

 No.A0663-7/7 

前ページより続く 

端子番号 端子名 等価回路 
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12 OERRAMP  
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